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 Late fall oyster has recently been found to be cultivable. Although this edible
fungus is one of the popular wild mushrooms, its commercial production on any
significant scale has not been achieved in Hokkaido. This has been mainly
due to the lack of information required for its cultivation. This report
offers information on how to cultivate the late fall oyster on bed logs and a
sawdust-rice-bran medium. Our experiments showed that wood particularly
suitable for its cultivation is a white birch log of a small diameter, and
that climatic conditions found in all the areas of Hokkaido are acceptable.
 On potato-dextrose-agar, mycelium was observed to grow at 6-30℃; an
optimal temperature was found to be 23-26℃. Bud formation was seen at
7 –18℃ and fruit body growth was predominant at 12-15℃ in the birch
sawdust-rice-bran medium. After an incubation period of 40 days at 22℃,
fruit bodies grew up at 12℃ within 35 days. A constantly high relative
humidity of at least 80 percent was necessary. When grown in a medium contaning
wheat-bran instead of rice-bran, the late fall oyster has its cap become
darkish and tasted rather bitter when cooked.

　ムキタケは，人工栽培化する食用きのことして有望である。このきのこは，一般によく知られ

た野性きのこであるが，北海道では栽培方法が明らかでないためまだ実用的栽培は，行われてい

ない。

　この報告は，原木およびのこ屑培地でムキタケを栽培する方法について述べる。原木栽培に適

する樹種はシラカンバであり，道内ほぼ全域で栽培可能である。

　ジャガイモ・ブドウ糖・寒天培地上におけるムキタケの菌糸は6～30℃で生長し，最適生長温

度は23～26℃である。22℃で40日間培養後，12℃で子実体は35日以内に採取できる。子実体生長

中の相対湿度条件は80％以上である。米ぬかの代わりにふすまを使って栽培したムキタケは，か

さの色が暗色化し，味に苦味がつく。
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　1． はじめに

　我々は，栽培できる食用きのこの種類を豊富にする

ことにより食生活に潤いを与え，一方ではきのこ類全

体の消費の拡大に寄与するため，木材腐朽菌を主とし

た，いくつかの野性きのこの人工栽培化に取り組んで

きた。このうちムキタケは，原木およびのこくず培地

で栽培できるようになった。

　現在わが国において，栽培されている食用きのこは

20種を超えるとされ1），ムキタケもこの中に分類され

ている。しかし，その裁培方法の研究・報告の例は少

なく，もちろん道内では，秋の一時期自然のものが供

給されることはあっても，まだ実用的な裁培・生産は

行われていない。

　野性のムキタケは，晩秋に倒木・伐根などに発生し

比較的大型で多量に採れ，きのこ狩りでは人気の高い

きのこである。また，ムキタケは食味にくせがなく，

料理方法の工夫とあわせて，将来商品化の可能性が十

分あるきのこである。

　シイタケ，エノキタケなど8～9種に限られる道内

の栽培種に加わるきのこになることを期待して，これ

まで実施してきた研究をとおして得た，栽培方法につ

いて報告する。

　2．試験方法

　2．1原木栽培

　原木には，シラカンバとシナノキを使用した。昭和

57年2月に購入した直径9～12cm，年輪数22～30の原

木を4月上旬90cmに玉切り，井桁積みにして放置，水

抜きした。この原木に5月中句，林産試菌株整理番号

他69－1ののこくず種菌を直径10mm，深さ25mmの植え

穴に充填して，封ろうを塗布した。各原木当たりの植

菌数は，原木直径の2．3倍とした。

　植菌後直ちに裸地で棒積みにし，むしろで囲って1

か月間仮伏せして種菌の活着をはかった。6月中句樹

陰・遮光ネット併用のほだ場に，ほだ木を地面に直接

横に並べて伏せ込んだ。

　この年の秋，シラカンバほだ木から，子実体が発生

し，原木栽培の可能性を認めたので，気象条件が異な

〔林産試場報　第3巻　第2号〕

る地域での発生を調べるため，道内各地のシイタケ生

産者に依頼し，現地栽培試験を実施することにした。

この現地試験に用いたほだ木は，シラカンバに他69－

1を植菌し1か月間仮伏せしたものである。昭和58，

59年名4か所に配布して，3年間の発生収量を測定し

た。

　2．2　ムキタケの性質

　6菌株について各温度的性質を調べた。最適生長

温度には，ジャガイモ・ブドウ糖・寒天培地と温度勾

配培養器を使用した。あらかじめシャーレに培養した

コロニーの先端部分を，内径5mmのコルクボーラーで

打ち抜き，斜面培地に接種し，2日間25℃で培養して

から温度勾配培養器にかけ，10～20日間の菌糸の生長

を測定した。

　子実体発生温度には，カンバのこくず・米ぬか（容

量比4：1）培地を用いた。水分を65％に調整した培

地を18crnの試験管に2／3詰め，寒天培地に培養した

他69－1を接種して，培地全体に菌糸が延びるまで25

℃で培養してから，温度勾配培養器にかけ，子実体を

発生させた。

　つぎに，培養中の培地温度を，接種後30日間測定し

た。これは，他のきのこ類でも培養中の培地温度が，

培養設定温度より上昇することが知られており，たと

えこの湿度が上がっても，菌糸の最適生長温度範囲内

になるように，培養温度を設定するためである。800

mlポリプロピレン製栽培びんに，カンバのこくず・米

ぬか培地を等重量詰め，一方にムキタケを接種し，他

方には接種しない22℃で培養した。これらびんの培地

の中央部に示差熱電対（CA）を挿入し，ムキタケを

接種しない培地の温度を基準に，接種した培地との温

度差を熱起電力として検出し，直流増幅器を経て温度

に換算した。

　2．3　のこくず栽培

　800mlポリプロピレン製びんと紙栓を使用し，カン

バのこくず・米ぬかを培地とした。予備実験によれば

添加栄養源として，米ぬかの他にふすまも同様に使用

できたが，ふすまには子実体に苦味がつくこととかさ

色が暗色化する傾向があり，第1表に示したように
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第1表 ムキタケ子実体の色（L8 b系）
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子実体の色が明るく黄色味を増す米ぬかを用いた。

カンパのこくず・ 米ぬか培地の混合比率は，特記以

外容量比4 ：1 ，培地の水分は65％前後とした。培養

条件および生育条件は，つぎのとおりとした。

殺菌 ：120勺C ，60分

接種 ：のこくず種菌，約20 m l／びん

培養 ：温度22～23℃，相対湿度60～70％

生育 ：温度12～13℃，相対湿度80％以上

照度 300ル ックス以上

2 ．3．1 生育中の栽培びんの置き方

幼茸の形成後，栽培びんを縦および槙に置いて，び

んの姿勢が，子実体の形に及ぼす影響を調べた。野性

のムキタケは，半円形のかさの片側に短い茎をもち，

重なり合うように発生する。びん栽培で他のきのこの

ように，びんを立てた状態で生長させた予備実験の結

果，子実体はムキタケの特徴ある形にならないで，茎

がかさの中央につき，かさの縁が波打つなどの欠点が

でたので，これを防 ぐ方法 として，びんの置き方を変

えて収量・形を比較 した。

2 ．3．2 交雑による品種の改良

野性のムキタケから組織分離 した菌秩の子実体には

それぞれに特徴があった。

その主な ものは，か さ色

の明るさ，色調（汚緑 ，汚

紫），縁の巻き込みの有無，

かさ径の大小などである。

水に懸濁し，カンパのこくず・米ぬか培地に接種して

いろいろな形，色調の子実体を得た。この中から組織

分離した菌株の収量，色，形を比べびん栽培に向く菌

株を選抜した。

2 ．3．3．培地組成と培養期間

添加栄養としての米ぬか量および培養期間が，全栽

培期間と収量に及ばす影響を調べた。びん当りの米ぬ

か量を50g か ら10g きざみに90g までの 5 段階，培養

期間を40，50 ，60日として ，収量を測定 した。

3 ． 結果と考察

3 ．1 原木栽培の収量

ムキクケは，シラカンパ，シナノキともに原木栽培

が可能であった。第 2 表に林産試験場（旧所在地）構

内のほだ場で行った栽培試験の結果を，第 3 表に各地

で実施 した現地試験の結果をしめした。

第2 表の供試ほだ木数は各30本であるが，このうち

少量でも発生 したほだ木数は，シラカンパ25本，シナ

ノキ1と；本であった。子実休が発生 しなかった主な原因

は，カ ワラタケな どのきの こ類の侵入 によるはか ，は

だ木の乾燥であり，とくにシナノキはこれが著 しかっ

た。さきに一部報告したように2） ，2 樹種とも種菌の

活着，はだつき率は好成績だったので ，収量の多寡は

はだ木水分の保持いかんに影響されると推定 した。

樹種の優劣を強いてつけるならば，植菌初年度から発

生することでシラカンパの方が使い勝手がよかった。

第2 蓑 シラカンパとシナノキ原木の収量 （生重量）

樹種
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第3 表 現地栽培試験の収量（生重量）

㌢
これらを組み合わせた好ま 試験場所 58蒜 59芸
しいびん栽培用菌株の取得

のため，交雑を試みた。

供試菌株には，芽数が多

い他69 － 1 と黄色味が強く

大型の他82 －17 を交雑の親

とした。両親の胞子を無菌
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ムキタケの栽培

ムキタケは，はだ木の木口および樹皮が剥落した部分

からも発生するので，必ずしも樹皮がある必要はなく

樹皮が剥げ落ちやすいシナノキも十分はだ木として利

用できる（写真 り。

第3 表の三笠 ，滝上 ，寿都 ，穂別のはだ場は，樹陰

を利用 した林内はだ場（写真2，3），愛別 ，東川 ，北

見，根室のはだ場は，樹陰に遮光ネットを張った人工

ほだ場で，いずれもシイタケ栽培用のはだ場である。

また，旭川とあるのは当場のほだ場である。

植菌当年の秋から子実体が発生 したはだ揚が多く，

明確には特定できなかったが，発生の最多年は2 ～3

年目であり，以後ははだ木の腐朽状態から判断しても

減少傾向をたどる。概 して人工はだ場より，はだ木の

写真 1 シナノ幸に発生したムキクケ

写真 2 林 内 ほ だ場 の例

〔 林産試場報 第 3巻 第2 号〕

写真 3 シラカンパに発生したムキタケ

水分を高く保てる林内はだ場の方が，収量成績がよかっ

た。これに対 して，58，59年開始の場内はだ場の収量

が低かったのは，台風15号の風害により樹陰を失いは

だ場が過度に乾燥 したことが原因であった。

子実体の発生時期は，10月上旬から11月上旬で ，地

域による発生時期の相違はどの年にも認め られなかっ

た。各地の気象と収量との照合がな く，また全道を網

羅した栽培試験ではないが ，ムキタケの原木栽培は，

とくにはだ木が乾燥 しないように管理すれば ，成書の

分布からみて も道内どこでも栽培できる。

3 ．2 ムキタケの温度特性

ムキクケ栽培条件は，培養22～23℃，生育12～15℃

であ った。

3 ．2．1 菌糸の最適生哀温度

ジャガイモ・ ブ ドウ糖・寒天培地上において ，ムキ

タケの菌糸は6 ～30℃で生長 し，その最適生長温度は

2 3 ～26 ℃であ った。

第1 図は，ムキタケ3 菌株の温度と菌糸の生長の関

係について，温度勾配培養器により測定 した一例であ

る。生長が最 も早い温度を境に，低温側は緩い，高温

側は急な傾斜となる一般的な傾向を しめ した。69－1

のように温度の変化に鈍い菌株，82－17のように生長

が速 く，狭い最適温度をもつ菌株があることがわかっ

－2 1 －
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第1 図 ムキタケ菌糸の生長温度

た。

この測定終了後，25℃に戻 して培養した29℃と32℃

のムキタケ菌糸は，生長を回復 した。しかし35℃に20

日間暴露 した菌糸は，回復 しないことがあった。

3 ．2．2 子実体の発生温度

ムキタケの子実体形成・生育温度は，7 ～18℃であっ

た。第 1 図の下側に，カンパのこくず・米ぬか培地上

におけるムキタケの発生温度範囲をしめした。このう

ち12～15℃の範囲で最も早く原基を作 り，順次高温側，

低温側に広がり7 ～18℃で原基の形成を観察 した。

3 ．2．3 培養中の培地温度

ムキタケの菌糸が急速に生長する培地の温度は，培

養設定温度より約 2 ℃高かった。第 2 図に22℃で培養

した，ムキタケ菌床の温度上昇経過をしめした。ムキ

タケを接種した培地の温度は，接種後4 ～5 日目から

急速に上昇を始め，8 日目に最高の＋1．98℃に達 した

後，培地全体に菌糸がのびた15日には＋1 ℃，28～30

日では＋0．5℃に止まった。

＋2 上）

温＋1J）

度

（ Oc ）

0

3 5

0 5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0

培養 期 間 （日）

第2 図 培養中のムキタケ培地の温度変化

発熱ピークが現れる時期は，接種 した種菌量や培地

の比熱に影響を受けるし，温度差は，測定方法が断熱

系ではないので，ムキタケの代謝に伴 う培地の蓄熱 と

びん壁からの放熱の差として検出される見かけの発熱

である。また，この場合の培地の発熱の上昇温度は実

際のきのこ生産における数千本単位の培養工程のよう

に，栽培びん相互の熱移動の影響を欠いてはいるがム

キタケの培養温度設定の参考にした。

3 ．3 のこくず栽培の収量

菌株他85 －3，びん 当た り米 ぬか量50g ，培養22

℃・40 日，生育12℃・35 日で栽培したムキタケの収量

は，800 m lびん当たり平均115 ．12g，最大127．9g ，最小

1 00 ．3g ，標準偏差7．73，信頼度0 ．95の信頼区間99 ．95g，

1 3 0 ．65g であ った。

なお，以下の表中栽培期間の内訳は，所定の培養後

菌かき展開か ら子実体原基の形成までを芽出し期間，

幼茸の肥大か ら採取までを生育期間，これ らを合わせ

て発生期間と称 し，さらに培養期間を加えた接種から

採取までの目数を全栽培期間として表した。

3 ．3．1 栽培びんの置き方 と子実体の形

ムキタケは，原基の形成以降 ，びんを横置きにする

と，子実体の形が野性のものに近づいた。培地を倒す

角度は，70度以上であれば正形のムキタケになった

（ 写真4 ）。第4 表は，幼茸の形成まで厚さ5 m m の発

泡ポ リウレタンシー トに水を含ませて覆い，直径数 ミ

リのかさが着色してから二分し，半数はびんを立てた

まま，半数は横にして生長させた結果である。

びんを縦にした場合の子実体は，先行 した数個だけ

写真 4 70 0にした袋培地に発生 したムキタケ

・ － 2 2 － 〔J・ H ok ka id o For・Prod・Res・Inst・Vol・3No21989〕
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第4 表 びんの置き方と収量（生重圭）
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注：供試びん数 12本の平均値，培養期間 50 日

が生長するため，どの菌珠も発生個数が減 り，収量 も

減少 した。さらに子実体の形体が変って品質が低下し

た（写真 5 ）。 しか し，びんを横に置くと，野性に近

い子実体に生長 し（写真 6 ），びんどとの収量のバラ

ツキも小さかった。このことから，以降の発生試験で

は，原基形成以後のびんは，横置きにして生育させる

ことに した。

3 ．3．2 交雑株の形と収量

無菌水に懸濁 した胞子液を接種して採取した子実体

写真 5 縦置きのぴんで生長したムキタケ ぺ

写真 6 横置きのぴんで生長したムキタケ
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第5 蓑 交雑株の栽培期間と収量（生重土）
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注：供試びん数 12本の平均値，培養期間 45 日

を両親のそれと見比べて，中間の形態のものを18個選

び，組織分離 して同数の菌株を得た。このうち，組織

分離および植え継ぎ純化の過程で，菌糸の生長がとく

に遅いものを除いた9 菌株の800m lびんによる一次選

抜の結果を第 5 表にしめした。

これらの交雑株は，いずれも収量が高かったので，

子実体の色と形の良 さから，交雑株番号11，17，18 を

選び出した。この3 株は，かさの色が明るく，形は半

円で菌床どとによく品質がそろっていた。さらに二次

選抜して最終的に交雑株番号17にしぼり，菌株整理番

号他齢－3 とした。

以上の交雑方法は，一次菌糸の保存がなく，再現で

きない欠点をもつ粗い方法であるが，今回の交雑実験

では，優良な 1 菌株を得ることができた。

3 ．3．3 培地組成，培養期間 と収量

これまでの各種発生試験をとおして，ムキタケは生

育温度12～13℃の条件下で，展開後約 3 週間で原基を

形成し，さらに約 2 週間で生長 して採取できることが

わかった。しかし，この段階ではまだ必要とする培養

期間は未定であった。そこでこれを知るため，びん当

たりの米ぬか童 と培養期間を変えた実験を行い，その
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第6 蓑 米ぬか量．培養期間と収量（生重量）
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注：供試びん歎12本の平均値

収量を第6 表にしめ した。

この結果について，収量と生育期間に対して，米ぬ

か量 ，培養期間 ，菌株の種類問に差があるかどうか，

3 元配置による検定を行った。

収量に対 して，米ぬか量の変動は，5 ％危険率で有

意差があり，さらに細かく検定す ると90g添加だけに

有意差があり，50～80 gでは差はなかった。培養期間

は，5 ％危険率で有意差な しであった。菌株 3 種類に

は，5 ％危険率で有意差ありで，他85－3 と他82－17間

には有意差な し，他85－3と他69 －1，他82－17 と他69－1

間に有意差ありであった。

米ぬか量は， びん当たり50～80g の範囲は収量の増

減に影響 しないが，90gでは減収になる。培養期間の延

長は，収量の向上に効果が

ない。高収量だけを求める

ならば ，他85－3，他82－17

のどちらでも使用でき，他

6 9－1は，収量が上がらない

ことな どがわか った。

発生期問に対して，米ぬ

か量，培養期間，菌株の種

類は，いずれも5 ％危険率

で有意差があった。米ぬか

量を増すと，発生期間は延

びた。培養期間の延長で発

生期間は縮まるが，延長し

た日数より短縮できた日数

は少ないので，その効果は

なかった。菌株の種類は収

量への影響と同様の結果で

あった。

これ らのことか ら，ムキ

クケ栽培培地の米ぬか量の

増加および培養期間の延長

は，収量の向上並びに栽培

期間の短縮に結びつかない

ことがわかった。また，収

量に色と形態の良さを加味

して，菌株は他85－3をびん栽培適応株とした。この知

見をもとにした供試びん数57本で確認 した結果が3．3

に述べた収量である。

4 ． まとめ

ムキタケの原木およびのこくず栽培方法を要約する

と，つぎの ようになる。

（ 1） ムキタケは，シラカンパ，シナノキを利用 して

原木栽培できる。仮伏せ以後の環境は，樹陰を活用 し

た林内はだ場が適している。伏せ込みは，はだ木を直

接地面に並べ，はだ木の水分を高く保っ。

（ 2） ジャガイモ・ ブドウ糖・ 寒天培地上におけるム

キタケの菌糸は，6 ～30℃で生長 し，最適生長温度は
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ムキタケの栽培

23～26℃である。

（3）カンバのこくず・米ぬか培地上でムキタケは，

7～18℃の範囲に子実体を形成し，その最適温度は12

～15℃である。

（4）培地の組成は，カンバのこくず・米ぬかの場合，

800mlびん当たり50g，または容量比で4：1で十分で

ある。これ以上米ぬかを増加しても収量は変わらない。

90g添加では，むしろ減収になる。

（5）培養期間は，温度22～23℃で40日，発生期間は，

温度12～13℃，相対湿度80％以上で35日である。培養

期間の延長は，収量の向上および発生期間の短縮に効

果がない。芽出し（展開してから幼茸の形成まで）期

間は3週間，生育（発草から採取まで）期間は，2週

間，接種から採取までの全栽培期間は75日である。

（6）幼茸の形成後，びんを横に倒して生長させると

形の整ったムキタケになる。

　これまでムキタケの栽培方法について，我々の研究

は，野性に近い良形体，800mlびん当たり100g以上の

高収量を求めて菌株，培地組成，培養生育温度湿度を

含む栽培条件の検討を進め，上記に要約したように，

栽培可能という結論に達した。我々は，原木であれ，

のこくず培地であれ，人工栽培したムキタケは，生鮮

食料品としとの商品価値を十分にもっていると思う。

しかしながら，実用栽培への移行には，いくつかの条

件を整える必要がある。

　まず原木栽培では，発生時期が秋に集中するから，

子実体を生産・出荷するだけで採算がとれるかどうか

疑問がある。山菜の一部として軽度の加工，あるいは

可能な場所は限定されるが，有料きのこ狩りなどがそ

の対策と考える。

　一方のこくず栽培は，ムキタケの栽培条件が，ヒラ

タケ，ナメコ，野性型エノキタケのそれと類似してい

るから，これらのきのこを栽培している施設では，条

〔林産試場報　第3巻　第2号〕

件を改変することなく生産できる利点をもっている。

しかし，全栽培期間が75日ではやや長いので，実用的

な範囲で培養期間，芽出し期間，生育期間の短縮をは

かるため，菌株の改良，培地の樹種，培地組成および

その水素イオン濃度，培養中および生育中のガス交換

量などの生理・生態の解明を含むあらゆる方向から検

討を必要とする。もうひとつは，子実体の苦味である。

この報告では使用を避けたが，添加栄養にふすまを使

用した場合，かさ色の暗色化とともに苦味がついた。

それが栄養の質的量的原因なのか不明である。また苦

味が何に由来するかも不明である。これらの追求も興

味ある研究課題である。
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